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現代石油文明の見直しの視点を考える

現代のエネルギー問題とは云うまでもなく石油問題

であって，石油価格の高謄と将来の石油獲得への危機

感がエネルギー・資源問題を焦眉の問題へと押し上げ

ている．こういう状況を反映してエネルギー関連の本

がいろいろと出版されるようになってきたが，エネル

ギー問題を考える際に忘れてならないことは，ここ20

年間ほどの短期間に完成したわが国の産業・社会の石

油依存構造をエネルギー開発の観点からどのように見

るかという点である．現在の産業，社会構造を原則的

に是とする立場に立つにせよ，あるいは批判し，否定

的にとらえる立場に立つにせよ，現代の石油を中心と

したエネルギー消費構造について何らかの見直しを必

要とすることはまちがいあるまい．問題はその場合の

見直しの視点であって，ここで取り上げた2冊の本は

石油を原料としたエネルギー技術への見直しの視点に

ついて多くの示唆を与えており，代替エネルギーや新

エネルギーの開発を進めていくうえで避けて通ること

の出来ない多くの問題を指摘している．

エネルギー開発と云えば，わが国では石炭液化，核

融合，太陽熱発電衛星など大規模なシステムが話題に

なることが多い．これに対して小出五郎は，石油中心

のエネルギー技術とは根本的に異なる別種のエネルギ

ー技術を「超石油エネルギー」と名付け，これの持つ

現実的かつ実用的な意義を明らかにするために多くの

文献を駆使して，それぞれの超石油エネルギー技術の

利用に際しての社会的，経済的,技術的側面での長所，

短所をわかりやすくまとめている．

超石油エネルギーの内容として,I章の「生物エネ

ルギー資源」では，太陽の光エネルギーを固定する植

物の長所を利用したエネルギー植物の可能性について

の研究成果を紹介している．これには,M・カルビン

らの石油植物に関する研究や，エネルギー作物の大量

生産の場合の問題点，微生物燃料としてブラジルで実

施されているサトウキビからのアルコール生産の状況

や，アメリカ航空宇宙局(NASA)の研究所でなされ

ているホテイアオイという繁殖力の強い水草を利用し

たメタンガス発生装置の概要などが含まれている．

Ⅱ章の「自然エネルギー資源」では，太陽の熱エネ

ルギーの利用法について，太陽熱オープン,熱温水器，

真水製造装置など集熱パネルをもとにした多角的な利

用法から風力発電，小型水力発電の現状について言及

している．著者は，このような利用法が実用化されて

いるのは，単純で簡単なシステムでしかもすぐに役立

つ技術として開発されてきたからであり，大規模集中

型のシステムではなく，小規模分散型のエネルギーシ

ステムとして開発途上国や農村ですぐに利用できる技

術であることを強調しており，同時に先進工業国に属

している日本の技術開発面での開発途上国への援助が

大きく期待される分野であると訴えている．

Ⅲ章では太陽熱で動かすエンジンの例として過去の

技術として忘れ去られていたスターリング・エンジン

とランキン・エンジンの原理や問題点を検討し，エネ

ルギー自給自足の家について紹介している．さらに更

新可能なエネルギーの弱点であるエネルギーの非定常

性つまり安定したエネルギーでないという弱点を克服

する方法として各種のエネルギー源の組み合わせと貯
＊大阪府立工業技術研究所化学工学研究室室長
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の質に関する量的比較であり，これもエネルギーのひ

とつの質的効率と云えるわけである．もちろん，エン

トロピーやエクセルギーという質を基準にする考え方

がすぐれたものであることは云うまでもない．その他

高速増殖炉について述べているところは（239頁）室

田武が核融合開発にみる永久機関信仰の復活として批

判している内容そのものであり（98頁）著者のその方

面での著作もあるだけに検討を要するものである．

室田武は伝統的な経済理論そのものへの批判の観点

から，経済学と自然科学との結びつきによって人間の

生き方そのものに立ち返って，原子力発電を中心にす

えた現代のエネルギー開発の方向を再検討しようとい

う壮大な試みであり，注目に値するものである．

1章では19世紀中頃にあらわれた石炭の有限性に対

する石炭代替エネルギー論を堀り起して現代の代替エ

ネルギー論の問題点を論じている．例えば石炭は水力

の代替となるが，その逆は必ずしも真でないという動

力源の代替関係における非対称性の指摘などである．

（18頁）

2章ではエントロピー論を出発点として，槌田敦の

提起した資源の価値に関する

物理価値十エントロピー＝一定

という保存則を基に開放定常系としての地球の特性に

言及して，水と土と生命のエントロピー論を展開して

いるが論議の多いところと思われる．特に経済的有用

性の概念規定はあいまいである．そのことは3章の石

油価値説でも同じで，従来の価値論そのものの充分な

検討が必要であろう．この章では，エネルギーコスト

分析，つまり貨幣価値の尺度（これもあいまいで価格

のことか）を通じて，あるいは物量の尺度を通じて論

じられてきた投入産出分析（産業連関論）を，掴渇性

燃料エネルギーの尺度に変換した分析方法を用いた原

子力発電のエネルギーコストの推計結果について述べ，

原子力発電が経済的にはきわめて高くつく技術である

ことを示している．この点については小出にも同様な

記述があるが室田の方が詳しい．

5章ではエネルギーの剰余生産率Dを

D={(有用なｴﾈﾙギーの産出量)-(人工的なｴ
ﾈﾙギーの投入量)}／(人工的なｴﾈﾙギーの投入量）
と定義し，これまでのエネルギー問題が石油の剰余生

産率がきわめて高いことによって隠されていたことを

明らかにして，わが国の石油文明の病根を指摘してい

る．

6章～8章は著者の上記の論点に立って，問題解決
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図－1更新可能エネルギー源の利用規模と費用(163頁）

蔵を挙げている．この貯蔵方法のために必要なエネル

ギー変換装置から生じる変換効率や装置の費用や複雑

さの問題について多くの図表を例示して，更新可能エ

ネルギー源の利用に関する適正規模を検討し，石油化

学工業のような大規模なスケール・メリットが存在し

ないことを明らかにしている．（図1）

Ⅳ～Ⅵ章では，著者の石油文明に対する超石油エネ

ルギーの意味を展開しており，それを次のような3点

にまとめ，各章で検討している．

(1)超石油エネルギー源が現在の石油漬け技術と対極

をなす新しい技術と考えられる点．

(2)多少なりとも脱石油を図らねばならないことが歴

史の流れとするならば，超石油エネルギー源をめざさ

ざるを得ないという点．

(3)超石油エネルギー源は先進工業国よりも開発途上

国で有用なエネルギー源であるということ．

評者として気になったところは，ひとつはエネルギ

ーの効率について「量の効率」「質の効率｣と分けてい

るところである（190頁）．近年エネルギーの有効利用

の尺度としてエントロピーあるいはエクセルギーを用

いて定義した効率力:使われている．しかしこれをエネ

ルギーの｢質の効率｣と云って，エネルギーの質一般の

効率のように普遍化するのはおかしい．やはりここで

はエントロピーという質に関する量的比較の内容が仕

事達成能力でみる効率として意味付けられているだけ

であり，「量の効率」と云っているのも，実際は内部エ

ネルギーやポテンシャルエネルギー，運動エネルギー

などいわゆるエネルギー保存側に基づいたエネルギー
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の方向としての地域社会の自給経済などについて述べ
ているが，今後さらに内容が深められるべきところで
ある．

エネルギー関係の技術者や研究者にとって室田の論

点は理解しにくく，納得出来ないところも少なくない

ものと思われるが，それでも今後のエネルギー開発の

展望を単にバラ色に見るのではなく，批判的な視点に

ついても謙虚に学ぶ必要があるだろう．現代社会が石

油のうえに成り立っている以上，この石油文明の見直

しのために必要な問題点がこれらの本に数多く指摘さ

れているからである．

（1）朝日新聞社（1979年10月第1刷)265頁,1200円

（2）東洋経済新報社（1979年11月第1刷)206頁，

1100円
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